
1
黄疸を起こしにくいのはどれか。
a 脂肪肝
b 肝硬変
c 肝　癌
d 胆管炎
e 膵　癌
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	04h009.doc
	A 必修一般
	a

	必修

	大項目:7 主要症候

	中項目:A 主要症候のとらえ方

	小項目:10 黄疸



2
瘙痒を生じることが多いのはどれか。
a アルコール性肝障害
b 原発性胆汁性肝硬変
c 慢性肝炎
d 急性膵炎
e 胆石症
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	01c016.doc
	A 必修一般
	b

	必修

	大項目:7 主要症候

	中項目:A 主要症候のとらえ方

	小項目:57 掻痒、皮疹


次の文を読み、6、7の問いに答えよ。
72歳の男性。皮膚の黄染を主訴に来院した。
現病歴
：
3か月前から全身倦怠感があり、2週前から上腹部および背部の鈍痛と食思不振とを自覚していた。3日前に皮膚の黄染に気付いた。
家族歴
：
特記すべきことはない。
生活歴
：
喫煙歴はない。飲酒は機会飲酒。
既往歴
：
40歳台に右尿管結石にて治療を受けた。50歳台に十二指腸潰瘍で吐血したが、薬物治療にて治癒した。
現　症
：
意識は清明。身長 168 cm、体重 62 kg。体温 36.1 ℃。全身の皮膚と眼球結膜とに黄染を認める。心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部は平坦で、肝・脾を触知しない。圧痛、反跳痛および筋性防御を認めない。
検査所見
：
尿所見：蛋白（－）、糖1＋。血液所見：赤血球 386 万、Hb 13.1 g/dl、Ht 39 ％、白血球 9,100 、血小板 18 万、PT 12 秒(基準10～14)。血液生化学所見：血糖 131 mg/dl、総蛋白 6.5 g/dl、アルブミン 3.8 g/dl、総ビリルビン 18.1 mg/dl、AST 138 IU/l、ALT 162 IU/l、LD 570 IU/l (基準176～353)、ALP 483 IU/l (基準115～359)、γ-GTP 132 IU/l (基準8～50)、CK 41 IU/l (基準30～140)。腹部単純CT(別冊No.△A、△B)を別に示す。

6
この患者で最も考えられる症候はどれか。
a 手掌紅斑
b 灰白色便
c 下腿浮腫
d 腹部の波動
e 腹壁静脈怒張

7
この患者に認められる検査所見はどれか。
a CRP高値
b IgM高値
c 網赤血球増加
d ビリルビン尿
e アンモニア高値
写真№△A
[image: image1.jpg]



写真№△B
[image: image2.jpg]4





	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	05f028.doc
	C 必修臨床長文
	b

	肝・胆・膵
	05f028.doc
	C 必修臨床長文
	d

	必修

	大項目:7 主要症候

	中項目:A 主要症候のとらえ方

	小項目:10 黄疸


次の文を読み、10、11の問いに答えよ。
78歳の男性。意識障害のため搬入された。
現病歴
：
7日前から上腹部の鈍痛と38.3℃の発熱とがみられていた。6日前にかかりつけの診療所を受診し、解熱薬を処方された。5日前、症状が軽快したため、薬の内服を中止した。2日前から再び右上腹部痛を自覚し、37.6℃の発熱と全身倦怠感とがみられた。昨日から食欲低下と悪寒とを伴うようになったため、中断していた解熱薬の内服を再開した。昨日の時点で、尿の色が濃いことに気付いていた。本日、起床後に悪寒と悪心とが出現し、意識がもうろうとした状態となった。家族の問いかけに対してつじつまの合わない返答がみられたため、家族が救急車を要請した。
既往歴
：
7年前から高血圧症に対しアンジオテンシン変換酵素阻害薬を内服中。3年前に腹部超音波検査で3、4個の胆石を指摘された。
生活歴
：
喫煙は15本/日を58年間。飲酒は日本酒2合/日を58年間。
家族歴
：
父親が脳出血で死亡。
現　症
：
意識レベルはJCS Ⅱ- 10 。身長 164 cm、体重 59 kg。体温 39.0 ℃。心拍数 112/分、整。血圧 82/58 mmHg。呼吸数 24/分。SpO2 97 ％(3 l/分酸素投与下)。眼球結膜に黄染を認める。心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部はやや膨隆し、軟で、肝・脾を触知しない。右季肋部を中心に圧痛を認める。

10
まず行うべき治療として適切なのはどれか。
a アトロピンの静注
b 新鮮凍結血漿の輸液
c 生理食塩液の急速静注
d アルブミン製剤の点滴静注
e 分岐鎖アミノ酸製剤の点滴静注

11
この患者の循環状態の重症度を評価するための検査で適切なのはどれか。
a 血糖測定
b 血液培養検査
c 動脈血乳酸値測定
d 血清アルブミン測定
e ヘパプラスチンテスト
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	06f026.doc
	C 必修臨床長文
	c

	肝・胆・膵
	06f026.doc
	C 必修臨床長文
	c

	必修

	大項目:12 主要疾患・症候群

	中項目:A 基本的疾患・症候群

	小項目:61 胆石症、胆嚢炎、胆管炎



12
消化管ホルモンと作用の組合せで正しいのはどれか。
a ガストリン
胃液分泌抑制
b グルカゴン
膵液分泌促進
c コレシストキニン
胆汁分泌抑制
d セクレチン
胆汁分泌促進
e ソマトスタチン
膵液分泌促進
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	00g042.doc
	D 総論一般
	d

	総論

	章:Ⅲ 人体の正常構造と機能

	大項目:5 消化器、腹壁、腹膜

	中項目:B 消化管の構造・機能

	小項目:07 消化管生理活性物質#消化管生理活性物質＜消化管ホルモン、増殖因子なども含む＞



13
膵液中の重炭酸イオンの分泌を刺激するのはどれか。
a セクレチン
b グルカゴン
c ソマトスタチン
d コレシストキニン
e pancreatic polypeptide<PP>
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	03e002.doc
	D 総論一般
	a

	総論

	章:Ⅲ 人体の正常構造と機能

	大項目:5 消化器、腹壁、腹膜

	中項目:B 消化管の構造・機能

	小項目:07 消化管生理活性物質#消化管生理活性物質＜消化管ホルモン、増殖因子なども含む＞



14
胆汁酸を産生するのはどれか。
a 肝細胞
b Pit細胞
c 星(状)細胞
d Kupffer細胞
e 胆管上皮細胞
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	02e002.doc
	D 総論一般
	a

	総論

	章:Ⅲ 人体の正常構造と機能

	大項目:5 消化器、腹壁、腹膜

	中項目:C 肝・胆道・膵の構造・機能

	小項目:04 胆汁および胆汁分泌



15
胆汁うっ滞で吸収が障害されるのはどれか。2つ選べ。
a 糖　質
b 脂　質
c 蛋白質
d カルシウム
e ビタミンK
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	03e009.doc
	D 総論一般
	be

	総論

	章:Ⅲ 人体の正常構造と機能

	大項目:5 消化器、腹壁、腹膜

	中項目:C 肝・胆道・膵の構造・機能

	小項目:04 胆汁および胆汁分泌



16
肝硬変でみられないのはどれか。
a 黄　疸
b 腹　水
c 女性化乳房
d 腹壁血管怒張
e 表在リンパ節腫脹
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	00g081.doc
	D 総論一般
	e

	総論

	章:Ⅵ 症候

	大項目:2 皮膚、外表

	中項目:G 黄疸

	小項目:



17
灰白色便に関係する胆汁成分はどれか。
a 胆汁酸
b コレステロール
c ビリルビン
d リン脂質
e カルシウム
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	00g080.doc
	D 総論一般
	c

	総論

	章:Ⅵ 症候

	大項目:5 消化器

	中項目:L （灰）白色便

	小項目:



18
灰白色便を呈する患者で尿中排泄が低下するのはどれか。
a ウロビリノゲン
b ハプトグロビン
c ビリベルジン
d ビリルビン
e ヘモグロビン
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	01b074.doc
	D 総論一般
	a

	総論

	章:Ⅵ 症候

	大項目:5 消化器

	中項目:L （灰）白色便

	小項目:



19
灰白色便を呈する患者で尿中排泄が低下するのはどれか。
a ウロビリノゲン
b ハプトグロビン
c ビリベルジン
d ビリルビン
e ヘモグロビン
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	04b018.doc
	D 総論一般
	a

	総論

	章:Ⅵ 症候

	大項目:5 消化器

	中項目:L （灰）白色便

	小項目:



20
誤っているのはどれか。
a 黄疸は眼球結膜で観察する。
b 閉塞性黄疸では皮膚瘙痒が生じる。
c Gilbert症候群ではICG試験は正常である。
d 黄疸は血中総ビリルビン値 1.5 mg/dlで認められる。
e 溶血性黄疸では尿中ウロビリノーゲンが強陽性となる。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	03e021.doc
	D 総論一般
	d

	総論

	章:Ⅵ 症候

	大項目:5 消化器

	中項目:M 黄疸

	小項目:



21
閉塞性黄疸で検査値が上昇する項目はどれか。
a 血中胆汁酸
b 末梢血白血球
c 血中アルブミン
d 尿中ウロビリノゲン
e 血中トランスサイレチン<TTR>
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	06b023.doc
	D 総論一般
	a

	総論

	章:Ⅵ 症候

	大項目:5 消化器

	中項目:M 黄疸

	小項目:



22
腹水の性状と疾患の組合せで誤っているのはどれか。
a 血　性
癌性腹膜炎
b 乳び性
肝硬変
c 膿　性
細菌性腹膜炎
d 粘液性
腹膜中皮腫
e 胆汁性
急性胆囊炎
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	01b095.doc
	D 総論一般
	b

	総論

	章:Ⅷ 検査

	大項目:1 検体検査

	中項目:A 検体の採取と保存

	小項目:04 穿刺＜胸水、腹水、脳脊髄液、骨髄、Douglas窩、関節液、嚢胞貯留液、膿、羊水＞



23
肝予備能の評価に有用な血液検査項目はどれか。3つ選べ。
a AST
b カリウム
c アルブミン
d 総ビリルビン
e プロトロンビン時間<PT>
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	04g018.doc
	D 総論一般
	cde

	総論

	章:Ⅷ 検査

	大項目:1 検体検査

	中項目:D 生化学検査

	小項目:



24
肝予備能を示す指標はどれか。2つ選べ。
a ALP
b ALT
c アルブミン
d γ-グロブリン
e 総ビリルビン
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	05e034.doc
	D 総論一般
	ce

	総論

	章:Ⅷ 検査

	大項目:1 検体検査

	中項目:D 生化学検査

	小項目:



25
血清AFP値が上昇するのはどれか。2つ選べ。
a 肝悪性リンパ腫
b 大腸癌肝転移
c 肝内胆管癌
d 肝細胞癌
e 肝芽腫
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	02g014.doc
	D 総論一般
	de

	総論

	章:Ⅷ 検査

	大項目:1 検体検査

	中項目:E 免疫学検査

	小項目:10 腫瘍マーカー



27
膵内分泌機能検査はどれか。
a BT-PABA試験
b pHモニタリング
c 経口ブドウ糖負荷試験
d α1-アンチトリプシン法
e indocyanine green<ICG>試験
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	06g014.doc
	D 総論一般
	c

	総論

	章:Ⅷ 検査

	大項目:2 生体機能検査

	中項目:E 膵機能検査

	小項目:02 内分泌機能検査#経口グルコース負荷試験



29
肝細胞癌に対する動脈塞栓術の適応となるのはどれか。
a 難治性腹水がある。
b 門脈本幹に腫瘍塞栓を認める。
c 肝両葉に腫瘍が多発している。
d PT25％(基準80～120)である。
e 総ビリルビン6.3mg/dlである。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	06b019.doc
	D 総論一般
	c

	総論

	章:Ⅸ 治療

	

	大項目:7 インターベンショナルラジオロジー[interventional radiology＜IVR＞]

	中項目:A 血管系治療

	小項目:02 塞栓術



40
肝細胞癌に対する動脈塞栓術が適応とならないのはどれか。
a 破裂した腫瘍
b 径8cm大の腫瘍
c 両葉に存在する腫瘍
d 肝表面に突出する腫瘍
e 門脈本幹が腫瘍塞栓で閉塞した腫瘍
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	01f035.doc
	E 各論一般
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:5 肝疾患

	中項目:Q 肝細胞癌

	

	小項目:



41
肝細胞癌の腹部造影CT(別冊No.△A、△B)を別に示す。
肝切除術を行う場合の術式として適切なのはどれか。
a 左外側区域切除
b 中央2区域切除
c 右3区域切除
d 左3区域切除
e 尾状葉切除
写真№△A
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	06i021.doc
	E 各論一般
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:5 肝疾患

	中項目:Q 肝細胞癌

	小項目:



42
肝移植の適応とならないのはどれか。
a 肝硬変
b 劇症肝炎
c 肝細胞癌
d 胆道閉鎖症
e 肝内胆管癌
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	02d015.doc
	E 各論一般
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:5 肝疾患

	中項目:S 肝内胆管癌

	小項目:



43
肝胆膵疾患とその原因の組合せで正しいのはどれか。
a 胆道癌
先天性胆道拡張症
b 膵管癌
原発性硬化性胆管炎
c Gilbert症候群
胆囊炎
d Mirizzi症候群
十二指腸傍乳頭部憩室
e Lemmel症候群
胆囊結石
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	06a008.doc
	E 各論一般
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:B 先天性胆道拡張症

	小項目:



44
膵管胆道合流異常に合併しやすいのはどれか。
a Meckel憩室
b 腸回転異常症
c 肥厚性幽門狭窄
d 横隔膜ヘルニア
e 先天性胆道拡張症
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	03d006.doc
	E 各論一般
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:C 膵・胆管合流異常症

	小項目:



45
コレステロール胆石の原因として考えにくいのはどれか。
a 肥　満
b 妊　娠
c 肝硬変
d 糖尿病
e 中心静脈栄養
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	00b032.doc
	E 各論一般
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:D 胆石症

	小項目:



46
胆囊の黒色石の原因となるのはどれか。2つ選べ。
a 肥　満
b 糖尿病
c 肝硬変
d 胆囊炎
e 溶血性貧血
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	02d016.doc
	E 各論一般
	ce

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:D 胆石症

	小項目:



47
胆囊炎の起因菌として多いのはどれか。2つ選べ。
a グラム陽性球菌
b グラム陰性桿菌
c 嫌気性菌
d 結核菌
e 真　菌
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	02d017.doc
	E 各論一般
	bc

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:E 胆嚢炎

	小項目:



48
胆道疾患と治療の組合せで正しいのはどれか。2つ選べ。
a 先天性総胆管拡張症
総胆管消化管吻合術
b 総胆管結石
内視鏡的十二指腸乳頭切開術
c 急性胆囊炎
体外衝撃波結石破砕術
d 胆囊腺筋腫症
胆囊粘膜切除術
e 急性胆管炎
内視鏡的胆道ドレナージ
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	01f036.doc
	E 各論一般
	be

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:H 胆管炎

	小項目:



49
膵炎を合併した急性胆管炎の初期対応として正しいのはどれか。
a 血漿交換を行う。
b 緊急開腹手術を行う。
c 高脂肪食に変更する。
d 胆道ドレナージを行う。
e 非ステロイド性抗炎症薬<NSAID>を投与する。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	05i003.doc
	E 各論一般
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:H 胆管炎

	小項目:#Charcot3徴、Reynolds5徴、急性閉塞性化膿性胆管炎



50
重症急性膵炎でみられないのはどれか。
a 多　尿
b 腹　痛
c 胸　水
d 腹　水
e 皮下出血
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	02d018.doc
	E 各論一般
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:B 急性膵炎

	小項目:



51
急性膵炎で血中に増加しないのはどれか。
a ブドウ糖
b LD
c アミラーゼ
d リパーゼ
e カルシウム
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	04i021.doc
	E 各論一般
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:B 急性膵炎

	小項目:



52
重症急性膵炎でみられないのはどれか。
a 低血糖
b 白血球増多
c 高尿素窒素血症
d 高LD血症
e 低カルシウム血症
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	01f037.doc
	E 各論一般
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:B 急性膵炎

	小項目:#重症急性膵炎



53
慢性膵炎の成因のうち最も頻度が高いのはどれか。
a 肥　満
b 胆　石
c アルコール
d Vater乳頭炎
e 過敏性腸症候群
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	06i001.doc
	E 各論一般
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:C 慢性膵炎・膵石症

	小項目:



54
疾患と検査法の組合せで正しいのはどれか。
a 急性膵炎
ICG試験
b 慢性膵炎
ウレアーゼ試験
c 自己免疫性膵炎
内視鏡的逆行性胆管膵管造影<ERCP>
d 囊胞性膵疾患
線維化マーカー
e 膵内分泌腫瘍
細胞表面抗原
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	04a010.doc
	E 各論一般
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:D 自己免疫性膵炎

	小項目:



55
膵管内乳頭粘液性腫瘍<IPMN>の検査所見で誤っているのはどれか。
a 造影CT
全体に肥厚した被膜
b 内視鏡的逆行性胆管膵管造影<ERCP>
膵管の拡張
c 磁気共鳴胆管膵管撮影<MRCP>
ブドウの房状の形態
d 十二指腸内視鏡検査
Vater乳頭口開大
e 膵管鏡検査
イクラ状上皮
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	04a004.doc
	E 各論一般
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:E 嚢胞性膵疾患

	小項目:#膵管内乳頭粘液性腫瘍＜IPMN＞、粘液性嚢胞腫瘍＜MCN＞



56
膵管内乳頭粘液性腫瘍<IPMN>で誤っているのはどれか。
a 主膵管内のイクラ状隆起性病変
b 主膵管のびまん性狭窄
c 膵管内の乳頭状増生
d 膵管分枝のブドウの房状拡張
e Vater乳頭口の開大
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	05i019.doc
	E 各論一般
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:E 嚢胞性膵疾患

	小項目:#膵管内乳頭粘液性腫瘍＜IPMN＞、粘液性嚢胞腫瘍＜MCN＞



57
組合せで誤っているのはどれか。
a VIPoma
高カリウム血症
b インスリノーマ
低血糖
c ガストリノーマ
消化性潰瘍
d グルカゴノーマ
壊死性遊走性紅斑
e ソマトスタチノーマ
胆　石
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	00b037.doc
	E 各論一般
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:F 膵内分泌腫瘍

	小項目:



58
組合せで誤っているのはどれか。
a VIPoma
高カリウム血症
b インスリノーマ
低血糖
c ガストリノーマ
消化性潰瘍
d グルカゴノーマ
壊死性遊走性紅斑
e ソマトスタチノーマ
胆　石
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	03i026.doc
	E 各論一般
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:F 膵内分泌腫瘍

	小項目:01 インスリノーマ、グルカゴノーマ、ガストリノーマ＜Zollinger-Ellison症候群・・・



59
組合せで正しいのはどれか。3つ選べ。
a インスリノーマ
手指振戦
b ガストリノーマ
胃無酸症
c グルカゴノーマ
耐糖能異常
d ソマトスタチノーマ
難治性潰瘍
e VIPoma
下　痢
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	04a016.doc
	E 各論一般
	ace

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:F 膵内分泌腫瘍

	小項目:01 インスリノーマ、グルカゴノーマ、ガストリノーマ＜Zollinger-Ellison症候群・・・



60
膵管の拡張を伴うのはどれか。
a 輪状膵
b 急性膵炎
c 膵体部癌
d 膵内分泌腫瘍
e 漿液性囊胞性膵腫瘍
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	00b031.doc
	E 各論一般
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:G 膵良性腫瘍

	小項目:



61
膵癌について正しいのはどれか。
a 女性に多い。
b 膵頭部に多い。
c 肝癌よりも予後が良い。
d 罹患率が低下している。
e ウイルス感染と関連が深い。
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	04d018.doc
	E 各論一般
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:H 膵癌

	小項目:



64
53歳の男性。倦怠感を主訴に来院した。10年前から肝障害を指摘されていたがそのままにしていた。飲酒は日本酒5合/日を33年間。意識は清明。身長 168 cm、体重 54 kg。体温 37.2 ℃。眼球結膜に黄染を認めない。前胸部にくも状血管腫を認める。下腿に浮腫を認める。右肋骨弓下に肝を5cm触知する。脾を触知しない。神経学的に異常はない。血液所見：赤血球 380 万、白血球 2,800、血小板 5 万。PT 48 ％(基準80～120)。血液生化学所見：総蛋白 5.8 g/dl、アルブミン 2.8 g/dl、総コレステロール 118 mg/dl、総ビリルビン 2.0 mg/dl、AST 156 IU/l、ALT 72 IU/l、LD 480 IU/l (基準176～353 )、ALP 480 IU/l (基準260以下)、γ-GTP 580 IU/l (基準8～50)。免疫学所見：HBs抗原陰性、HCV抗体陰性。
ICG試験(15分値)として予想されるのはどれか。
a  1％
b  3％
c 10％
d 30％
e 80％
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	02g053.doc
	F 臨床総論
	d

	総論

	章:Ⅷ 検査

	大項目:2 生体機能検査

	中項目:D 肝・胆道機能検査

	小項目:01 色素排泄試験#indocyanine green＜ICG＞試験



65
39歳の男性。腹痛を主訴に来院した。10年前からたびたび腹痛発作で通院加療を受けている。来院時の腹部造影CT(別冊No.△A、△B)を別に示す。
診断に有用なのはどれか。3つ選べ。
a 胃液検査
b BT-PABA試験
c pHモニタリング
d 経口ブドウ糖負荷試験<OGTT>
e 磁気共鳴胆管膵管撮影<MRCP>
写真№△A
[image: image5.jpg]



写真№△B
[image: image6.jpg]



	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	04g041.doc
	F 臨床総論
	bde

	総論

	章:Ⅷ 検査

	大項目:2 生体機能検査

	中項目:E 膵機能検査

	小項目:01 外分泌機能検査#BT-PABA試験



66
68歳の男性。発熱と右上腹部痛とを主訴に来院した。体温 38.5 ℃。脈拍 88/分、整。血圧 130/58 mmHg。右季肋部に圧痛を伴う腫瘤を触れる。血液所見：赤血球 450 万、Hb 15.0 g/dl、Ht 48 ％、白血球 16,500。血液生化学所見：総ビリルビン 1.0 mg/dl、AST 40 IU/l、ALT 52 IU/l、ALP 220 IU/l (基準260以下)。腹部超音波写真(別冊No.△)を別に示す。
治療として適切なのはどれか。
a 経口胆石溶解薬投与
b 経皮経肝胆囊ドレナージ
c 内視鏡的胆管ドレナージ
d 内視鏡的乳頭括約筋切開術
e 体外衝撃波結石破砕術
写真№△
[image: image7.jpg]



	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	00h021.doc
	F 臨床総論
	b

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:4 手術、周術期の管理、麻酔

	中項目:A 手術

	小項目:08 基本的手術手技＜切開法、止血法、結紮・縫合法、植皮術、ドレナージ、減圧法、包帯法＞



67
58歳の男性。肝硬変で通院中、腹部超音波検査で中等量の腹水と肝右葉の直径2cmの肝細胞癌とが発見され入院した。血液所見：赤血球 403 万、Hb 11.8 g/dl、白血球 3,200、血小板 4.8 万、プロトロンビン時間35%(基準80～120)。血液生化学所見：総蛋白 5.3 g/dl、アルブミン 2.7 g/dl、総ビリルビン 4.2 mg/dl、直接ビリルビン 2.6 mg/dl、AST 53 IU/l、ALT 45 IU/l。HCV抗体陽性。1か月前に施行したICG試験(15分値)は42%(基準10以下)であった。
最もよい治療予後を期待できるのはどれか。
a 放射線治療
b ラジオ波焼灼
c 肝動脈塞栓術
d 肝切除
e 肝移植
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	00h020.doc
	F 臨床総論
	e

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:5 臓器・組織移植、人工臓器、再生医療

	中項目:A 移植の種類と適応

	小項目:06 肝臓



68
64歳の男性。昨晩から持続する腹痛を主訴に来院した。10年前に肝疾患を指摘された。意識は清明。顔色は不良である。脈拍 112/分、整。血圧 84/60 mmHg。血液所見：赤血球 189 万、Hb 5.8 g/dl、白血球 9,600。腹部単純CT(別冊No.△A、△B)と造影CT(別冊No.△C、△D)とを別に示す。
輸血を開始した後に行うのはどれか。
a 動脈塞栓術
b バルーン閉塞下経静脈的静脈瘤閉塞<BRTO>
c ステントグラフト術
d 抗腫瘍薬動注療法
e 経皮的ラジオ波焼灼
写真№△A
[image: image8.jpg]



写真№△B
[image: image9.jpg]



写真№△C
[image: image10.jpg]



写真№△D
[image: image11.jpg]



	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	01h044.doc
	F 臨床総論
	a

	総論

	章:Ⅸ 治療

	大項目:7 インターベンショナルラジオロジー[interventional radiology＜IVR＞]

	中項目:A 血管系治療

	小項目:



69
71歳の女性。高血圧症の通院加療中に血液生化学所見の異常を指摘され来院した。腹痛はない。血液所見：赤血球 407 万、Hb 13.0 g/dl、Ht 39 ％、白血球 7,800 、血小板 26 万。血液生化学所見：アルブミン 3.8 g/dl、総ビリルビン 2.2 mg/dl、AST 160 IU/l、ALT 186 IU/l、ALP 1,652 IU/l (基準115～359)、アミラーゼ 62 IU/l (基準37～160)。免疫学所見：CEA 2.9 ng/ml(基準5以下)、CA19－9 82 U/ml(基準37以下）。上部消化管内視鏡写真(別冊No.△A)と磁気共鳴胆管膵管像<MRCP>(別冊No.△B)とを別に示す。
この患者で誤っているのはどれか。
a 動揺性の黄疸を呈する。
b 膵・胆管合流異常を伴う。
c 肝内胆管の拡張がみられる。
d 膵頭十二指腸切除術を行う。
e 膵体部癌よりも予後は良好である。
写真№△A
[image: image12.jpg]



写真№△B
[image: image13.jpg]



	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	04d022.doc
	G 各論臨床短文
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:2 胃・十二指腸疾患

	中項目:V 十二指腸乳頭部腫瘍

	小項目:



81
42歳の男性。人間ドックの腹部超音波検査で肝に腫瘤性病変を指摘され来院した。身体所見に異常はなく、血液所見と血液生化学所見とに異常を認めない。腹部ダイナミックCT(別冊No.△A、△B、△C)を別に示す。
対応として適切なのはどれか。
a 経過観察
b 内視鏡的逆行性胆管膵管造影
c 選択的腹腔動脈造影
d 超音波ガイド下生検
e 肝シンチグラフィ
写真№△A
[image: image14.jpg]



写真№△B
[image: image15.jpg]



写真№△C
[image: image16.jpg]



	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	00a029.doc
	G 各論臨床短文
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:5 肝疾患

	中項目:P 肝血管腫

	小項目:



82
32歳の女性。健康診断の腹部超音波検査で肝右葉背面の腫瘤性病変を指摘され来院した。既往歴に特記すべきことはない。身長 159 cm、体重 57 kg。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知しない。血液所見：赤血球 426 万、Hb 13.1 g/dl、Ht 39 ％、白血球 7,400 、血小板 18 万。血液生化学所見：血糖 98 mg/dl、総蛋白 7.9 g/dl、アルブミン 4.4 g/dl、尿素窒素 9 mg/dl、総コレステロール 125 mg/dl、総ビリルビン 0.8 mg/dl、AST 12 IU/l、ALT 15 IU/l、ALP 250 IU/l (基準115～359)。免疫学所見：AFP 5 ng/ml(基準20以下)、CEA 1.4 ng/ml(基準5以下)、CA19－9 22 U/ml(基準37以下）。腹部ダイナミックCTの動脈相(別冊No.△A)と門脈相(別冊No.△B)とを別に示す。
最も考えられる疾患はどれか。
a 肝囊胞
b 肝細胞癌
c 肝血管腫
d 肝内胆管癌
e 転移性肝癌
写真№△A
[image: image17.jpg]



写真№△B
[image: image18.jpg]



	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	05a026.doc
	G 各論臨床短文
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:5 肝疾患

	中項目:P 肝血管腫

	小項目:



83
72歳の男性。数日前からの発熱、急速な腹囲の増大および腹痛を主訴に来院した。5年前から肝障害を指摘され通院中である。意識は清明。体温 38.7 ℃。脈拍 96/分、整。血圧 112/68 mmHg。眼球結膜に軽度黄染を認める。手掌紅斑とクモ状血管腫とを認める。腹部は全体に膨隆し、全体に圧痛と反跳痛とを認める。血液所見：赤血球 388 万、Hb 11.8 g/dl、白血球 8,600、血小板 7 万、プロトロンビン時間13秒(基準10～14）。血液生化学所見：総蛋白 5.8 g/dl、アルブミン 2.6 g/dl、尿素窒素 59 mg/dl、クレアチニン 4.5 mg/dl、総ビリルビン 4.4 mg/dl、直接ビリルビン 2.4 mg/dl、AST 145 IU/l、ALT 98 IU/l、Na 134 mEq/l、K 3.7 mEq/l、Cl 97 mEq/l。免疫学所見：CRP 15.8 mg/dl、AFP 726 ng/ml(基準20以下)。
検査として適切でないのはどれか。
a 腹水一般検査
b 腹水細菌培養検査
c 腹部超音波検査
d 腹部造影CT
e 腹部MRI
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	00a032.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:5 肝疾患

	中項目:Q 肝細胞癌

	小項目:



84
58歳の男性。肝腫瘍の精査のため来院した。12年前に慢性C型肝炎と診断されたがそのままにしていた。心窩部痛のため近医を受診し、腹部超音波検査で肝腫瘍を指摘された。意識は清明。身長 174 cm、体重 66 kg。脈拍 72/分、整。血圧 120/70 mmHg。心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知しない。血液所見：赤血球 486 万、白血球 5,600、血小板 18 万。血液生化学所見：アルブミン 4.8 g/dl、クレアチニン 0.8 mg/dl、総コレステロール 192 mg/dl、総ビリルビン 1.0 mg/dl、直接ビリルビン 0.6 mg/dl、AST 42 IU/l、ALT 58 IU/l、ALP 220 IU/l (基準115～359)。免疫学所見：HCV抗体陽性、AFP 1,200 ng/ml(基準20以下)。ICG試験(15分値) 8.6 ％（基準10以下）。腹部超音波写真(別冊No.△)を別に示す。この他に肝腫瘍を認めない。
治療として最も適切なのはどれか。
a 放射線治療
b 肝動脈化学塞栓療法
c 経皮的エタノール注入療法
d 肝切除術
e 肝移植
写真№△
[image: image19.jpg]



	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	03d031.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:5 肝疾患

	中項目:Q 肝細胞癌

	小項目:



85
50歳の男性。B型慢性肝炎で通院中に、腹部超音波検査で肝に単発の占拠性病変を指摘された。血液所見：赤血球 440 万、Hb 12.8 g/dl、Ht 36 ％、白血球 3,100 、血小板 13 万。血液生化学所見：総ビリルビン 1.1 mg/dl、AST 49 IU/l、ALT 47 IU/l。腹部ダイナミックCT(別冊No.△A、△B、△C)を別に示す。
治療方針の決定に最も有用なのはどれか。
a α1-アンチトリプシン法
b グルカゴン負荷試験
c 線維化マーカー
d BT-PABA試験
e ICG試験
写真№△A
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写真№△B
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写真№△C
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	04a030.doc
	G 各論臨床短文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:5 肝疾患

	中項目:Q 肝細胞癌

	小項目:



86
68歳の男性。健康診断で肝障害を指摘され来院した。20年前にB型肝炎ウイルス感染を指摘されたがそのままにしていた。意識は清明。身長 165 cm、体重 61 kg。体温 36.2 ℃。脈拍 76/分、整。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知せず、圧痛を認めない。血液所見：赤血球 408 万、Hb 13.2 g/dl、Ht 39 ％、白血球 6,700 、血小板 16 万。血液生化学所見：総蛋白 7.2 g/dl、アルブミン 4.1 g/dl、総ビリルビン 0.5 mg/dl、直接ビリルビン 0.2mg/dl、AST 59 IU/l、ALT 83 IU/l、LD 275 IU/l (基準176～353)、ALP 159 IU/l (基準115～359)、γ-GTP 125 IU/l (基準8～50)、Na 141 mEq/l、K 3.7 mEq/l、Cl 103 mEq/l。腹部超音波写真(別冊No.△A)と腹部ダイナミックCT(別冊No.△B、△C)とを別に示す。
最も考えられるのはどれか。
a 肝細胞癌
b 肝内胆管癌
c 肝囊胞
d 胆囊癌
e 転移性肝癌
写真№△A
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写真№△B
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写真№△C
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	05d021.doc
	G 各論臨床短文
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:5 肝疾患

	中項目:Q 肝細胞癌

	小項目:



87
62歳の男性。腹部不快感を主訴に来院した。1年前に大腸癌の手術を受けた。腹部造影CT(別冊No.△)を別に示す。
治療として適切なのはどれか。
a 肝動脈塞栓術
b 抗癌化学療法
c 放射線治療
d ラジオ波焼灼
e 肝切除
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	00f033.doc
	G 各論臨床短文
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:5 肝疾患

	中項目:T 転移性肝癌

	小項目:



88
58歳の男性。肝腫瘤の精査のため来院した。3年前に上行結腸癌で結腸右半切除術を受けた。腹部超音波検査で肝に孤立性腫瘤が初めて検出された。血液所見：赤血球 385 万、Hb 11.5 g/dl、白血球 4,200、血小板 18 万。血液生化学所見：総蛋白 7.0 g/dl、アルブミン 4.6 g/dl、ZTT 9.8 (基準4.0～14.5)、総ビリルビン 0.9 mg/dl、AST 20 IU/l、ALT 28 IU/l、ALP 350 IU/l (基準260以下)、γ-GTP 48 IU/l (基準8～50)。免疫学所見：HBs抗原陰性、HCV抗体陰性、AFP 8 ng/ml(基準20以下)、CEA 22 ng/ml(基準5以下)。胸腹部CTで肝左葉に径6cmの腫瘤性病変を1個認めるが、肺を含めその他の臓器には異常を認めない。
対応として適切なのはどれか。
a 経過観察
b 経皮的エタノール注入療法
c 放射線治療
d 免疫療法
e 肝部分切除
	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	02d035.doc
	G 各論臨床短文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:5 肝疾患

	中項目:T 転移性肝癌

	小項目:



89
48歳の女性。1か月前からの全身倦怠感を主訴に来院した。42歳時に右乳癌の治療を受けている。乳癌はエストロゲン受容体陰性、HER2陰性であった。身長 158 cm、体重 54 kg。体温 36.4 ℃。脈拍 72/分、整。血圧 120/60 mmHg。眼球結膜に黄染を認めない。腹部は平坦、軟で、右肋骨弓下に肝の辺縁を触知する。血液所見：赤血球 324 万、Hb 9.6 g/dl、Ht 34 ％、白血球 6,700 、血小板 36 万。血液生化学所見：総蛋白 6.8 g/dl、アルブミン 4.0 g/dl、尿素窒素 16 mg/dl、クレアチニン 0.7 mg/dl、総ビリルビン 0.6 mg/dl、AST 68 IU/l、ALT 80 IU/l。CA15-3 150 U/ml(基準30以下)。腹部造影CT(別冊No.△)を別に示す。
治療として適切なのはどれか。
a 肝切除術
b 放射線治療
c ホルモン療法
d 全身抗癌化学療法
e 分子標的薬(トラスツズマブ)の投与
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	06a036.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:5 肝疾患

	中項目:T 転移性肝癌

	小項目:



90
35歳の女性。腹部超音波検査で総胆管の著明な拡張を指摘され来院した。幼少時から年に数回腹痛があった。貧血と黄疸とを認めない。腹部は平坦で、肝・脾を触知しない。血液所見：赤血球 420 万、Hb 12.2 g/dl、白血球 6,200、血小板 28 万。血液生化学所見：総蛋白 7.5 g/dl、アルブミン 5.0 g/dl、総ビリルビン 0.6 mg/dl、AST 38 IU/l、ALT 32 IU/l、ALP 212 IU/l (基準260以下)。腹部MRIのT2強調冠状断像(別冊No.△)を別に示す。
この疾患に合併しやすいのはどれか。
a 肝細胞癌
b 胆管癌
c 十二指腸乳頭部癌
d 膵頭部癌
e 大腸癌
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	00a031.doc
	G 各論臨床短文
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:B 先天性胆道拡張症

	小項目:



91
20歳の男性。上腹部痛があり、近医での腹部超音波検査で異常を指摘され来院した。腹部に腫瘤を触知しない。ERCP写真(別冊No.△A)と腹部造影CT(別冊No.△B)とを別に示す。
みられるのはどれか。2つ選べ。
a 総胆管の拡張
b 胆管と膵管との合流異常
c 膵管の拡張
d 膵囊胞
e 膵　石
写真№△A
[image: image29.jpg]



写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	01g029.doc
	G 各論臨床短文
	ab

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:B 先天性胆道拡張症

	小項目:



92
52歳の男性。右季肋部痛を主訴に来院した。昨夜、夕食後に右季肋部痛が出現し、今朝まで持続している。体温 36.5 ℃。眼球結膜に黄染を認めない。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知しない。右季肋部に圧痛を認める。白血球 11,000 。血液生化学所見：総ビリルビン 1.6 mg/dl、AST 58 IU/l、ALT 45 IU/l、ALP 580 IU/l (基準260以下)、γ-GTP 102 IU/l (基準8～50)。CRP 3.4 mg/dl。腹部超音波検査で異常を認めたため行った内視鏡的逆行性胆管膵管造影写真<ERCP>(別冊No.△)を別に示す。
治療として最も適切なのはどれか。
a 抗菌薬投与
b 経口胆石溶解薬投与
c 体外衝撃波結石破砕療法
d 内視鏡的除石術
e 腹腔鏡下胆囊摘出術
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	02d036.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:D 胆石症

	小項目:



93
86歳の男性。右上腹部痛を主訴に来院した。数日前から食後の右上腹部痛と背部痛とが出現し、次第に増悪してきたため受診した。意識は清明。体温 38.2 ℃。脈拍 104/分、整。血圧 108/62 mmHg。呼吸数 18/分。眼球結膜に黄染を認める。心音と呼吸音とに異常を認めない。心窩部に圧痛を認める。肝・脾を触知しない。血液所見：赤血球 458 万、Hb 12.9 g/dl、Ht 42 ％、白血球 16,100 、血小板 22 万。血液生化学所見：総蛋白 7.6 g/dl、アルブミン 3.9 g/dl、尿素窒素 12 mg/dl、クレアチニン 0.6 mg/dl、総コレステロール 246 mg/dl、総ビリルビン 8.9 mg/dl、直接ビリルビン 6.2 mg/dl、AST 761 IU/l、ALT 405 IU/l、LD 177 IU/l (基準176～353)、ALP 563 IU/l (基準115～359)、γ-GTP 231 IU/l (基準8～50)、アミラーゼ 2,436 IU/l (基準37～160)、Na 136 mEq/l、K 4.5 mEq/l、Cl 98 mEq/l。免疫学所見：CRP 18 mg/dl。CEA 3.2 ng/ml(基準5以下)。腹部単純CT(別冊No.△A)と十二指腸乳頭部内視鏡写真(別冊No.△B)とを別に示す。
治療として適切なのはどれか。
a 抗菌薬の局所注入
b 膵頭十二指腸切除術
c 内視鏡的乳頭切開術
d アルゴンレーザー照射
e 体外衝撃波結石破砕術
写真№△A
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写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	06a044.doc
	G 各論臨床短文
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:D 胆石症

	小項目:



94
68歳の女性。腹痛を主訴に来院した。3年前から時々食後に右上腹部痛があった。昨日の夕食後にも腹痛があった。体温 37.4 ℃。右季肋部に圧痛を伴う腫瘤を触れる。白血球12,500。CRP 5.8 mg/dl。腹部造影CT(別冊No.△)を別に示す。
考えられるのはどれか。2つ選べ。
a 胆石症
b 胆囊炎
c 胆囊腺筋腫症
d 胆囊腺腫
e 胆囊癌
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	02d037.doc
	G 各論臨床短文
	ab

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:E 胆嚢炎

	小項目:



95
59歳の女性。夕食後から出現した強い腹痛を主訴に来院した。数年前から健康診断で胆囊結石を指摘されていたがそのままにしていた。体温 38.4 ℃。右季肋部に強い圧痛を認める。血液所見：赤血球 460 万、Hb 12.3 g/dl、Ht 34 ％、白血球 13,000 、血小板 34 万。血液生化学所見：総ビリルビン 1.0 mg/dl、AST 24 IU/l、ALT 13 IU/l、CRP 5.0 mg/dl。腹部造影CT(別冊No.△)を別に示す。
治療として適切なのはどれか。2つ選べ。
a 胆囊ドレナージ
b 腹腔ドレナージ
c 経口胆石溶解薬投与
d 腹腔鏡下胆囊摘出術
e 体外衝撃波結石破砕術<ESWL>
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	04d029.doc
	G 各論臨床短文
	ad

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:E 胆嚢炎

	小項目:



96
48歳の男性。右上腹部の不快感を主訴に来院した。身体所見に異常はない。血液所見：Hb 13.8 g/dl、白血球 5,800。血液生化学所見：総ビリルビン 0.9 mg/dl、AST 30 IU/l、ALT 32 IU/l、γ-GTP 48 IU/l (基準8～50)。免疫学所見：CRP 0.1 mg/dl、CA19-9 32 U/ml(基準37以下)。腹部超音波写真(別冊No.△A、△B)を別に示す。
最も考えられるのはどれか。
a 胆石症
b 胆囊炎
c 胆囊蓄膿
d 胆囊腺筋腫症
e 胆囊ポリープ
写真№△A
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写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	01a029.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:F 胆嚢腺筋腫症

	小項目:



97
35歳の男性。人間ドックの腹部超音波検査で異常を指摘され来院した。身長 172 cm、体重 80 kg。腹部に異常を認めない。血液所見：赤血球 450 万、Hb 14.8 g/dl、白血球 6,800。血液生化学所見：AST 24 IU/l、ALT 53 IU/l、γ-GTP 84 IU/l (基準8～50)。腹部超音波写真(別冊No.△)を別に示す。検査中、体位による病変の移動はみられなかった。
対応として適切なのはどれか。
a 経過観察
b 経口胆石溶解薬投与
c 内視鏡的乳頭括約筋切開術
d 経皮経肝胆囊ドレナージ
e 腹腔鏡下胆囊摘出術
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	01g030.doc
	G 各論臨床短文
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:G 胆嚢ポリープ

	小項目:
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35歳の男性。人間ドックの腹部超音波検査で異常を指摘され来院した。身長 172 cm、体重 80 kg。腹部に異常を認めない。血液所見：赤血球 520 万、Hb 15.3 g/dl、Ht 47 ％、白血球 6,800 、血小板 26 万。血液生化学所見：AST 24 IU/l、ALT 53 IU/l、γ-GTP 84 IU/l (基準8～50)。腹部超音波写真(別冊No.△)を別に示す。検査中、体位による病変の移動はみられなかった。
対応として最も適切なのはどれか。
a 経過観察
b 経口胆石溶解薬投与
c 内視鏡的乳頭括約筋切開術
d 経皮経肝胆囊ドレナージ
e 腹腔鏡下胆囊摘出術
写真№△
[image: image39.jpg]



	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	04i049.doc
	G 各論臨床短文
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:G 胆嚢ポリープ

	小項目:
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83歳の女性。右上腹部痛を主訴に来院した。2日前から右上腹部痛が出現し持続している。意識は傾眠状態。体温 38.1 ℃。血圧 82/46 mmHg。眼球結膜に黄染を認める。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知しない。右上腹部に圧痛を認める。血液所見：白血球 18,600、プロトロンビン時間 42 ％(基準80～120)。血液生化学所見：総ビリルビン 11.6 mg/dl、AST 478 IU/l、ALT 355 IU/l、LD 847 IU/l (基準176～353)、ALP 554 IU/l (基準115～359)、アミラーゼ 127 IU/l (基準37～160)。磁気共鳴胆管膵管像<MRCP>(別冊No.△)を別に示す。静脈路を確保し、抗菌薬の投与を開始した。
次に行う治療として最も適切なのはどれか。
a 経口胆石溶解療法
b 体外衝撃波結石破砕術<ESWL>
c 内視鏡的胆管ドレナージ
d 経皮経肝胆囊ドレナージ
e 経皮経肝胆道鏡下切石術
f 腹腔鏡下胆囊摘出術
g 胆管切開・切石術
h 胆管空腸吻合術
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	03a057.doc
	G 各論臨床短文
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:H 胆管炎

	小項目:
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65歳の男性。人間ドックの腹部超音波検査で異常を指摘され来院した。身体所見に異常を認めない。腹部造影CT(別冊No.△)を別に示す。
最も考えられるのはどれか。
a 胆囊結石
b 慢性胆囊炎
c 胆囊腺筋腫症
d 胆囊コレステロールポリープ
e 胆囊癌
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	03d020.doc
	G 各論臨床短文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:K 胆嚢癌、胆管癌

	小項目:
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74歳の男性。黄疸と灰白色便とを主訴に来院した。意識は清明。身長 167 cm、体重 56 kg。体温 37.6 ℃。脈拍 80/分、整。血圧 124/68 mmHg。眼瞼結膜に貧血を認めない。眼球結膜に黄染を認める。心音と呼吸音とに異常を認めない。腹部は平坦、軟。上腹部に軽度の圧痛を認めるが、反跳痛や筋性防御を認めない。肝・脾を触知しない。腫瘤を触知しない。血液所見：赤血球 410 万、Hb 12.8 g/dl、Ht 37 ％、白血球 10,700 、血小板 21 万。血液生化学所見：総蛋白 6.7 g/dl、アルブミン 2.8 g/dl、総ビリルビン 14.2 mg/dl、直接ビリルビン 10.0 mg/dl、AST 125 IU/l、ALT 278 IU/l、ALP 1,240 IU/l (基準115～359)、γ-GTP 1,440 IU/l (基準8～50)、アミラーゼ 125 IU/l (基準37～160)。免疫学所見：CRP 0.2 mg/dl、CEA 15.3 ng/ml(基準5以下)、CA19-9 15,380 U/ml(基準37以下）。内視鏡的逆行性胆管膵管造影写真<ERCP>(別冊No.△)を別に示す。
処置としてまず行うのはどれか。
a 内視鏡的経鼻胆管ドレナージ
b 内視鏡的膵管ドレナージ
c 内視鏡的胆管拡張術
d 腹腔鏡下胆囊摘除術
e 内視鏡的除石術
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	04a031.doc
	G 各論臨床短文
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:K 胆嚢癌、胆管癌

	小項目:
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70歳の男性。全身の瘙痒感と褐色尿とを主訴に来院した。1週前から尿の濃染を、3日前から皮膚瘙痒感を自覚していた。意識は清明。身長 160 cm、体重 58 kg。体温 35.8 ℃。脈拍 72/分、整。皮膚は黄染、乾燥し、多数の搔爬痕を認める。眼球結膜に黄染を認める。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知せず、圧痛を認めない。血液所見：赤血球 454 万、Hb 12.1 g/dl、Ht 36 ％、白血球 5,500 、血小板 12 万。血液生化学所見：総蛋白 6.1 g/dl、アルブミン 3.4 g/dl、総ビリルビン 12.1 mg/dl、直接ビリルビン 8.3 mg/dl、AST 233 IU/l、ALT 354 IU/l、LD 488 IU/l (基準176～353)、ALP 1,091 IU/l (基準115～359)、γ-GTP 825 IU/l (基準8～50)、Na 141 mEq/l、K 4.2 mEq/l、Cl 107 mEq/l。経皮経肝胆道ドレナージチューブからの造影と内視鏡的逆行性胆管造影とを同時に行った胆管造影写真(内視鏡は抜去後)(別冊No.△)を別に示す。
最も考えられるのはどれか。
a 胆囊癌
b 膵頭部癌
c 肝包虫症
d 総胆管結石
e 肝門部胆管癌
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	05a031.doc
	G 各論臨床短文
	e

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:K 胆嚢癌、胆管癌

	小項目:



103
38歳の男性。健康診断で検査値の異常を指摘されて来院した。意識は清明。体温 36.8 ℃。脈拍 84/分、整。血圧 128/76 mmHg。呼吸数 14/分。眼球結膜に軽度の黄染を認める。右上腹部に鶏卵大の腫瘤を触知する。血液所見：赤血球 468 万、Hb 13.9 g/dl、Ht 42 ％、白血球 7,500 、血小板 38 万。血液生化学所見：血糖 98 mg/dl、総蛋白 7.5 g/dl、アルブミン 3.9 g/dl、尿素窒素 12 mg/dl、クレアチニン 0.6 mg/dl、IgG 1,610 mg/dl(基準960～1,960)、総ビリルビン 3.4 mg/dl、AST 157 IU/l、ALT 158 IU/l、LD 253 IU/l (基準176～353)、ALP 924 IU/l (基準115～359)、γ-GTP 307 IU/l (基準8～50)、アミラーゼ 32 IU/l (基準37～160)。免疫学所見：CRP 0.5 mg/dl。HBs抗原・抗体陰性、HCV抗体陰性。α-フェトプロテイン<AFP> 12 ng/ml(基準20以下)、CEA 6.7 ng/ml(基準5以下)、CA19-9 51.3 U/ml(基準37以下)。腹部造影CT(別冊No.△A)と内視鏡的逆行性胆管膵管造影写真<ERCP>(別冊No.△B)とを別に示す。
診断として最も考えられるのはどれか。
a 膵　癌
b 胆囊癌
c 肝細胞癌
d 自己免疫性膵炎
e 十二指腸乳頭部癌
写真№△A
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写真№△B
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	06a034.doc
	G 各論臨床短文
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:6 胆道疾患

	中項目:K 胆嚢癌、胆管癌

	小項目:
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76歳の男性。黄疸を主訴に来院した。3日前に家族に皮膚の黄染を指摘されていた。3年前に唾液腺腫瘤を摘出した。飲酒は機会飲酒。意識は清明。身長 168 cm、体重 57 kg。体温 36.4 ℃。脈拍 72/分、整。血圧 126/82 mmHg。呼吸数 16/分。眼球結膜に黄染を認める。心音と呼吸音とに異常を認めない。肝・脾を触知しない。尿所見：蛋白（－）、糖1+。血液所見：赤血球 465 万、Hb 14.1 g/dl、Ht 45 ％、白血球 8,100 、血小板 16 万。血液生化学所見：血糖 201 mg/dl、HbA1c 6.7 ％(基準4.3～5.8)、総蛋白 9.6 g/dl、アルブミン 4.6 g/dl、尿素窒素 19 mg/dl、クレアチニン 0.5 mg/dl、総ビリルビン 6.8 mg/dl、AST 86 IU/l、ALT 78 IU/l、LD 540 IU/l (基準176～353)、ALP 1,230 IU/l (基準115～359)、Na 138 mEq/l、K 4.0 mEq/l、Cl 102 mEq/l。免疫学所見：CRP 0.8 mg/dl、抗核抗体陽性、IgG 3,890 mg/dl(基準739～1,649)、IgA 118 mg/dl(基準107～363)、IgM 132 mg/dl(基準46～260)、CEA 2.8 ng/ml(基準5以下)、CA19－9 26 U/ml(基準37以下）。腹部造影CT(別冊No.△A)と内視鏡的逆行性胆管膵管造影写真<ERCP>(別冊No.△B、△C)とを別に示す。
最も考えられるのはどれか。
a 膵　癌
b 肝内胆管癌
c 総胆管結石症
d 自己免疫性膵炎
e 十二指腸乳頭部癌
写真№△A
[image: image46.jpg]



写真№△B
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写真№△C
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	05d025.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:D 自己免疫性膵炎

	小項目:



105
65歳の男性。2か月前からの上腹部不快感を主訴に来院した。血液所見：赤血球 510 万、白血球 6,800。血液生化学所見：AST 24 IU/l、ALT 15 IU/l、アミラーゼ 175 IU/l (基準37～160)。CRP 0.4 mg/dl。腹部造影CT(別冊No.△)を別に示す。
考えられるのはどれか。
a 膵形成異常
b 自己免疫性膵炎
c 慢性膵炎
d 囊胞性膵疾患
e 膵内分泌腫瘍
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	01a030.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:E 嚢胞性膵疾患

	小項目:
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65歳の男性。腹部超音波検査で異常を指摘され来院した。症状は特に認めない。磁気共鳴胆管膵管像<MRCP>(別冊No.△)を別に示す。
診断はどれか。
a 慢性膵炎
b 膵形成異常
c 囊胞性膵疾患
d 先天性胆道拡張症
e 膵・胆管合流異常症
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	02d038.doc
	G 各論臨床短文
	c

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:E 嚢胞性膵疾患

	小項目:
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69歳の男性。2か月前から持続する背部の鈍痛を主訴に来院した。腹部と背部とに異常を認めない。腹部造影CT(別冊No.△)を別に示す。
診断に有用な腫瘍マーカーはどれか。
a AFP
b CA19-9
c SCC
d NSE
e PSA
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	00f030.doc
	G 各論臨床短文
	b

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:H 膵癌

	小項目:
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57歳の女性。背部痛を主訴に来院した。3か月前からの背部痛が徐々に増強している。臍上部に径約5cmの硬い腫瘤を触知する。腹部造影CT(別冊No.△)を別に示す。
治療として適切なのはどれか。2つ選べ。
a 抗癌化学療法
b 動脈塞栓術
c 放射線治療
d 膵頭十二指腸切除
e 膵体尾部切除
写真№△
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	02d039.doc
	G 各論臨床短文
	ac

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:H 膵癌

	小項目:
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57歳の女性。嘔吐を主訴に来院した。2週前から食後の不快感が出現し、右上腹部から背部にかけて鈍痛を自覚するようになった。3日前から嘔吐し、摂食困難となった。右上腹部に径5cmの腫瘤を触知する。血液所見：赤血球 330 万、Hb 9.7 g/dl。血液生化学所見：総ビリルビン 1.0 mg/dl、AST 73 IU/l、ALT 87 IU/l、CEA 97 ng/ml(基準5以下)、CA19-9 396,300 U/ml（基準37以下）。水溶性造影剤による上部消化管造影写真(別冊No.△A)と腹部造影CT(別冊No.△B)とを別に示す。
考えられるのはどれか。
a 食道癌
b 胃　癌
c 肝細胞癌
d 膵　癌
e 癒着性イレウス
写真№△A
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写真№△B
[image: image54.jpg]



	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	03a041.doc
	G 各論臨床短文
	d

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:H 膵癌

	小項目:
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71歳の男性。上腹部不快感を主訴に来院した。2週前に上腹部の不快感が出現し徐々に増悪してきた。意識は清明。身長 165 cm、体重 54 kg。体温 36.4 ℃。脈拍 72/分、整。腹部は平坦、軟で、肝・脾を触知しない。血液所見：赤血球 440 万、Hb 14.1 g/dl、Ht 41 ％、白血球 6,200 、血小板 26 万。血液生化学所見：総蛋白 6.6 g/dl、アルブミン 4.0 g/dl、総ビリルビン 0.6 mg/dl、直接ビリルビン 0.2 mg/dl、AST 14 IU/l、ALT 5 IU/l、LD 267 IU/l (基準176～353)、ALP 79 IU/l (基準115～359)、γ-GTP 15 IU/l (基準8～50)、Na 144 mEq/l、K 4.1 mEq/l、Cl 106 mEq/l。免疫学所見：CEA 8.4 ng/ml(基準5以下)、CA19－9 1,772 U/ml(基準37以下）。腹部造影CT(別冊No.△A、△B)と内視鏡的逆行性胆管膵管造影写真<ERCP>(別冊No.△C)とを別に示す。
最も考えられるのはどれか。
a 膵　癌
b 膵囊胞
c 慢性膵炎
d 下部胆管癌
e 十二指腸乳頭部癌
写真№△A
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写真№△B
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写真№△C
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	領域
	ファイル名
	分類
	正解

	肝・胆・膵
	05i045.doc
	G 各論臨床短文
	a

	各論

	章:Ⅵ 消化器・腹壁・腹膜疾患

	大項目:7 膵疾患

	中項目:H 膵癌

	小項目:


次の文を読み、123～125の問いに答えよ。
63歳の男性。発熱と腹痛とを主訴に来院した。
現病歴
：
昨日から38℃台の発熱と腹部全体の痛みとがある。痛みは持続的で、下痢と嘔吐とはない。家族の話では、いつもと比べて何となくぼんやりしているという。
既往歴
：
53歳時にC型肝炎を、60歳時に肝硬変を指摘された。
生活歴
：
喫煙歴はない。飲酒は機会飲酒。
家族歴
：
父親が脳梗塞のため84歳で死亡。
現　症
：
意識レベルはJCS Ⅰ- 2 。体温 38.1 ℃。脈拍 96/分、整。血圧 106/56 mmHg。呼吸数 24/分。腹部は膨隆し、打診では仰臥位から左側臥位への体位変換で濁音境界が移動する。腹部全体に軽度の圧痛を認める。

検査所見
：
尿所見：蛋白（－）、糖（－）。血液所見：赤血球 295 万、Hb 9.2 g/dl、Ht 27 ％、白血球 4,200 、血小板 4.3 万。血液生化学所見：総蛋白 5.8 g/dl、アルブミン 2.6 g/dl、尿素窒素 15 mg/dl、クレアチニン 0.9 mg/dl、総ビリルビン 1.0 mg/dl、AST 94 IU/l、ALT 64 IU/l、ALP 230 IU/l (基準115～359)、アンモニア 73 μg/dl(基準18～48)。腹部超音波検査で肝臓に腫瘤を認めない。

123
認められる可能性がある身体所見はどれか。3つ選べ。
a 手掌紅斑
b 下腿浮腫
c Osler結節
d 頸静脈の虚脱
e アステレキシス

124
病態把握のために最も重要な検査はどれか。
a 血液培養
b 腹部MRI
c 胸部造影CT
d 腹腔穿刺(腹水検査)
e 上部消化管内視鏡検査

125
治療として適切でないのはどれか。
a 安　静
b 塩分制限
c 利尿薬の投与
d 抗菌薬の投与
e 高蛋白食の摂取
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